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１．目的 

レプトスピラは動物由来感染症であり，人は動物の尿で汚染された水や土壌から経皮的あるいは経口的に感染

する。レプトスピラは洪水などの災害時に流行することが知られており，本県は１９５９年に患者報告数が８００例を越

す大流行を経験しており，その後も年間１００例前後の患者を確認するなど全国でも有数のレプトスピラ多発県であ

った１）。近年本県での人の発生は報告されていないものの，公衆衛生上重要な感染症である。  

 レプトスピラは野ネズミ等による媒介が知られており，県内の野ネズミのレプトスピラ保菌率について，平成１２～１

５年に実施された調査では保菌率が２０～４０％であった２）との報告があるが，近年は調査が行われておらず，現在，

県内の野外におけるレプトスピラ浸潤状況は不明である。  

 人への感染経路としては野ネズミのほかに家畜やペットも考えられ，ニュージーランドにおける調査によると，羊

を処理する食肉処理場と鹿を処理する食肉処理場においてオフィス等で働く人より，尿に直接触れる機会のあるス

タンニングや剥皮，内臓出し等を行う作業員のほうがレプトスピラの血清抗体価が高かったとの報告がある３，４）。特

に豚はレプトスピラに感染すると尿中に数か月から１年以上もの間排菌することから，人への感染源となると同時に，

他の家畜への感染源としても留意すべきである５）。豚のレプトスピラ症は妊娠豚で流死産を呈するものの，非妊娠

豚では臨床症状に乏しく，と畜場法では全部廃棄対象疾病となっているが，と畜検査において肉眼的所見から豚レ

プトスピラ症を鑑別することは困難である６）。一方で，愛媛県ではと畜検査でレプトスピラ症と診断されていない豚に

おいてレプトスピラ遺伝子が検出されたとの報告があり６，７，８，９），と畜場に健康な豚を搬入するとともにレプトスピラ保

菌率をモニタリングすることが重要である。 

 そこで，本研究では県内農場における清浄性を確認するため，と畜場に搬入された県内産豚からのレプトスピラ

遺伝子の検出を行った。 

 

２．材料と方法 

（１）材料 

令和３年６月から１２月までに当所が所管する M 食肉センターに搬入された県内２７農場の大貫豚計１８０頭の尿

を採材し，試験に供した。遺伝子解析の陽性対照として，農林水産省動物医薬品検査所から分与をうけた菌株

（Leptospira interrogans serovar pomona）を用いた。 

 

（２）方法 

・検体 

 尿は膀胱穿刺により無菌的に採取し，尿に肉眼で沈渣が確認された場合は１００×g で５分間遠心し，その上清を

用いた。採取した尿は１６，０００×g で１０分間遠心し，得られた沈渣を１００μl PBS に溶解し，検体とした。1 検体に

つき４０μl を５検体分ずつプールし，市販の DNA 抽出キットを用いてプール検体の沈査から DNA を抽出し，遺伝

子解析に供した。 

・遺伝子解析 

 遺伝子解析はレプトスピラの flaB 遺伝子を標的とした nested PCR 法により行った。nested PCR は徳永ら６）の方法

に準じて行い，2ndPCR 産物をアガロースゲルを用いて電気泳動し，５５９bp のバンドが検出されたものを陽性とした。

PCRには市販のTaq ポリメラーゼ(Hot Start Version)を使用した。 

・検出感度測定 

 分与を受けたレプトスピラ菌液を段階希釈し，すでに nested PCR にてレプトスピラ陰性とわかっている尿に加え，

尿１ｍｌあたりの菌数が０～１０５になるよう調整した。これらの沈査から上述と同様の方法で DNA 抽出および nested 

PCR を実施した。 



３．結果 

 今回検査に供した尿１８０検体の全てからレプトスピラ遺伝子は検出されなかった。図 1 に検体の 2ndPCR 産物の

泳動像を示した。陽性対照以外バンドは認められなかった。また，図２に検出感度測定での 2ndPCR 産物の泳動像

を示した。レプトスピラ菌数が１０３/ml 以上でバンドが認められた。ついで，表に県内の各地域ごとのレプトスピラ遺

伝子の検出状況を示した。 
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図１ 検体2nd PCR 産物泳動像                図２ 検出感度測定2nd PCR 産物泳動像  

M：１００ｂｐマーカー                               M：１００ｂｐマーカー  

NC：陰性対照，PC：陽性対照，A～D：サンプル      NC：陰性対照 

                                   １０５～０：尿１ml あたりの菌数 

 

表 地域別のレプトスピラ遺伝子検出状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．考察 

本調査において，県内 2７農場から搬入された大貫豚１８０頭の尿検体からはレプトスピラ遺伝子は検出されなか

った。このことから，宮城県北部の養豚場ではレプトスピラが広く浸潤している状況にはないものと推定される。この

要因として，ワクチンや抗生物質の使用，ネズミ等小動物の進入防止など飼養管理が適切に行われていることが考

えられるが，今回農家への聞き取り調査は行っていないため実態は不明である。今後は，県外農場を含めより広範

囲の農場を対象にモニタリングを実施し，レプトスピラの汚染実態の把握に努めるとともに，レプトスピラ遺伝子が検

出された場合，農場等生産段階への情報提供など関係者との連携について検討していきたい。 
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